
1 0  き ゆうり、とまとの機械共同選果施設稼動と基果寮用

(農試流通経済科)

( 1 )育 最 とわ らい

選果施設の効率的稼動と選果費用低減をはかる立場から、選果処理量に見合った選別機利用

|の基準を明らかにしたので指導上の参考に供する。

1 2 } 技術 内 容

〔ユ)き あうりの選果費用を最小にする年間選果数量と選別機台数の組合せは次のとおりである。

(第I図参照)。 機械共選によれ1ゴ収穫景盛期の個別農家選別労働10a当たり1日約 3時間

の省力が可能である。

注)1箱 10Rタ

t2)と まとの年間選果数量と1箱当たり避果費用の関係を、選別機 3台処理の場合について第

2図に示した。機械共選による収穫最盛期のfrH別農家選別労働は10a当たり1日約 6時間の

省力可挿であり、きりうりに比べて省力効果が大きい。

1 3 1  指導上の留意点

〔11 きりうりの平常時 1時間当たり選果数量は1台処理86箱 (1箱 10時)、 2台処理 100箱で

3台処理 222箱であるが選果組作業人員を増すことにより、選果能率を高めることができる。

(2〕きゅうり・とまとの平常時 1日当たり選果数量は稼惑時間を延長することにより増加する

ことができる。

t3)機 械共選は個課に比べて8月高温時期の鮮度保時に難点があり、市場価格をほ下させてい

る。対策としては収機後群別処理するまでの間、予冷康へ保管 して鮮度保持の効果を高める

ことができる。

{ 4】試験 成績 の概要

tl)試 験研究課題  野 菜の産地育成に関する経営的研究

(2, 試験年次 ・場所 昭 和51年～53年、農試経営部
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表1 選 果施設の稼働実績
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光 熱 動 力 費

諸 材 料 費

借 入 資 本 利 子

そ の 他 費 用

費 用 合 計

比 例 費 用

固 定 費 用

上箱当たり比例費用

総 選 果 数 量
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1,448,495
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表 2 選 果加,設の避営費用

注)①  選 別機価格は的年取得価格とした。

② 償 却費は購入価格の50%補助を控除した圧縮計算である。

③ 借 入金コi子は選別機購入価格Xサ (補助残額)X80%(融 資割合)X6%(利 子

率)Xサ として算出した。

④ 固 定費用は償却費都修押費、借入資本利子および一部賃借料の合計額であり、そ

れ以外は比例費用とした。

③ ′労賃は54年実結の 1時間当たり男子 530円、女子 430円としたo他 の費用は51年

静査による。            /
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